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まずは、簡単なコマンドを実行してみよう。図2.1.6に示す実行例
は、CentOS 7を使用した場合のものであるが、［ ］内がプロンプト 1）

である。echoコマンドは、引数に指定された文字列を画面上に表示
するものである。1行目は単純な英語2ワードの文字列であり、2行目
は次項で説明する「変数」を埋め込んだ文字列である。

シェルにはさまざまな「便利機能」が組み込まれていて、それらを
使いこなすとコマンド入力を効率的に行うことができる。まずは、プ
ロンプトが表示されているときにコントロールキーを押しながらp2）

あるいはnのキーを押してみよう。Ctrl-Pを押すたびに1つ前に入力
したコマンドラインが表示される。Ctrl-Nを押すと逆順に1つ進むこ
とになる。また、Ctrl-Bでカーソルが左に、Ctrl-Fでカーソルが右に
移動するため、カーソル位置に文字を挿入したり、バックスペース
キーやDELキーで文字の削除を行ったりすることができる（図
2.1.7）。矢印キーが付いているキーボードでは、それらを使用するこ
ともできるが、スピーディなキーボード操作を行うには、コントロー
ルキーを使用する方法を体に覚えさせたほうがよい。

コマンドを入力するときに極めて有効なシェルの便利機能を紹介する。最初はとまどうか
もしれないが、これらの基本機能を覚えると、コマンドラインへの抵抗感は大幅に少なくな
るだろう。

コマンドラインの使用
◆ 第1章　コマンドライン操作の基礎

1-2

最初のコマンド実行1

1）プロンプトに何をどう
表示するかは調整可能であ
り、ディストリビューショ
ンによって異なっている。

図2.1.6　コマンド実行

コマンドの再入力と編集2

2）本書では、この操作に
よって入力されるキーを
Ctrl-P と表記する。慣例的
に「^P」と表記すること
もある。
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1-2　コマンドラインの使用
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これらの機能は、シェルのヒストリー機能と呼ばれていて、history
コマンドによって履歴を一覧表示できる。各コマンドラインには番号
が付けられて、行の先頭で「!番号」を入力すると、そのコマンドをそ
のまま再実行することもできる（図2.1.8）。

1-1で述べたとおり、コマンド名は実行可能ファイルの名前のた
め、プログラム作者のセンスによってまちまちとなるし、意味がよく
わからないものもよくある。特に、日本人にとっては、複数形のSが
付いたコマンドなど、覚えにくいものもいくつかある。Linuxの標準
シェルであるbashでは、コマンドの先頭数文字を入力してタブキー
を押すと、候補が1つだけであれば残りのコマンド名を一度に入力し

キー操作 動作
Ctrl-P / 上矢印 前の行に戻る
Ctrl-N / 下矢印 次の行に進む
Ctrl-B / 左矢印 前の文字に移動
Ctrl-F / 右矢印 次の文字に移動
BackSpace カーソル左の文字を削除
DEL カーソル位置の文字を削除
Ctrl-R ヒストリーから文字列を検索する
※ これらのキー操作は、emacs（イーマックス）というテキストエディタ
のキー操作が基となっている。
※ 本書で取り上げているテキストエディタviのキー操作に切り替えること
もできるので、興味があれば調べてみよう。

図2.1.7　コマンドラインの編集

! と履歴番号を入力

コマンドが表示される

実行結果

図2.1.8　historyコマンド

コマンドとファイル名の補完3
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てくれる「補完機能」が備わっている。
たとえば、「mo」までを入力してタブキーを押してみよう。ディス
トリピューションによって異なるが、moから始まるコマンドがいく
つかあるため、短いブザー音が鳴ることが多い。そこで、もう1回タ
ブキーを押すと、moから始まるコマンドの一覧が表示されるため、
もう1文字か2文字を追加してタブキーを入力すると、コマンド全体が
補完されて次のスペースまでが入力される。この機能をうまく使うと、正
確なコマンド名を覚えていなくてもアシストしてもらえる（図2.1.9）。

コマンドの多くは、操作対象として引数に「ファイル名」を取るこ
とが多いのは1-1で述べたとおりである。そのため、ファイル名を補
完する機能も備わっている。ファイル名（パス名）を途中まで入力し
てタブキーを押すと、複数の候補があることを知らせるブザー音が鳴
るか、残りのファイル名を自動的に入力するかしてくれる。図2.1.9
に示したが、静止画ではわかりにくいため、実機で試してほしい。

図2.1.9　コマンドとファイル名の補完

２文字入力してタブを押すとブザー。
続けて２回押すと候補表示

もう１文字入力してタブを押すと、コ
マンドが補完された

ファイル名を途中まで入力してタブを
押すと候補が表示される

もう１文字入力してタ
ブを入力するとファイ
ル名が補完された

ここから先は実行結果
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1-2　コマンドラインの使用
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コマンドの中には、削除コマンドやアーカイブコマンドなど、複数
のファイルを対象として操作するものも多い。そのために、ファイル
を簡単に選択することができる「メタ文字（メタキャラクタ）」3）とい
う仕組みが備わっている（図2.1.10）。

比較的よく使用するパターン例を見ながら理解していこう。表を見
比べながら、なぜこうなるのかを理解してもらいたい（図2.1.11）。

これらの、存在するファイルとの一致によって内容が変わるメタ文
字を「ワイルドカード」と呼ぶこともある。最もよく使用されるの
は、ファイル名末尾の「ファイルの種類を示す文字列」に基づいて
ファイル（たとえば「.java」で終わるjavaソースファイルなど）を選
択し、一括して移動やコピーの操作を行う場面である。

ファイル名の検索4

3）シェルにとって特別な
意味をもった文字をいう。

文字 一致する文字（列）
０文字以上の文字列。ただし、先頭のピリオドを除く

? 先頭のピリオド以外の1文字
[] ・ カッコ内の文字のいずれかと一致する１文字

・ 文字をハイフン「-」でつなぎ、途中の文字をまとめ
て指定することができる

・ 先頭にエクスクラメーション「!」を指定すると、意
味が逆転して「いずれにも一致しない文字」になる

\ または¥ 直後のメタ文字の意味を打ち消し、普通の文字として扱う

図2.1.10　シェルのメタ文字（ワイルドカード）

①ディレクトリにあるファイル一覧を表示

②「.txt」で終わるファイルのみを表示

③ 5文字に続いてピリオドがあるファイルのみを表示

④ a～ cで始まるファイルのみを表示

図2.1.11　コマンドのパターン例
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シェルにおける変数とは、名前のついたメモリ領域に、文字列を格
納するものである（図2.1.12）。変数の名前には、英字（大文字・小文
字は区別される）・数字 1）・下線（アンダースコア「_」）を使用するこ
とができる。日本語を使用することはできない。

シェルで扱う変数には2種類あるのだが、詳細は7-2で取り上げる
ので、ここではシェル変数と呼ばれるものについてだけ取り上げる。

シェル変数の定義（値のセット）は、次の書式で行う。
　変数名=文字列
　例）ABC=‘FOO’
「=」の左のシェル変数に、右の文字列をセットする。このとき、
「=」の前後に空白を置いてはいけない。シェルは空白を「単語の区切
り」と見なすので、Syntax error（書式の誤り）になってしまう。
変数の内容を参照する際は、文字「$」に続けてその名前を書くだ

けである。場合によっては、どこまでが変数名なのかを明示するため
に、変数名を波括弧「{ }」で囲むこともある。例を見てみよう（図
2.1.13）。最後の例では、シェルのメタ文字（1-2参照）「’」をエスケー

シェルはプログラミング言語としての機能も備えており、「変数」を使って数値や文字列
を記憶することができる。

シェル変数
◆ 第1章　コマンドライン操作の基礎

1-3

変数とは1

1) 数字を変数名の先頭に
使うことはできない。

値

名前
メモリ

名前で参照

格納（セット）格納（セット）

図2.1.12　変数の概念

変数のセットと利用2
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プして、メタ文字としての機能を打ち消していることにも注意したい。

　
　
　
　
　

シェルは空白をコマンドの区切りと見なすことは前項で述べたとお
りである。そのため、空白を含む文字列を変数にセットしたい場合
は、文字列をシングルクオート「’」またはダブルクオート「”」で囲
んで文字列の範囲を明示する。これをクオーティング（Quoting）と
いう。
シングルクオートとダブルクオートでは若干意味が異なり、シング
ルクオートの場合は囲まれた文字列がそのまま値となるが、ダブルク
オートの場合は変数の解釈が行われる。例を見てみよう（図2.1.14）。

クオーティングに使うシングルクオートとダブルクオートは、いず
れもシェルの「メタ文字」なので、その文字自体を文字列に含める場
合には、エスケープする必要があることにも注意したい。

図2.1.13　シェル変数の利用

文字列のクオート3

シングルクオート

「$」もそのまま文字列に含まれる

ダブルクオート

変数が展開されている

図2.1.14　文字列のクオート
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問題1
シェルへのコマンド入力で、以前使用したかなり長いコマンドを再度実行したい。最も簡単に

実現できる方法を選択せよ。

 選択肢 

 1. コマンドが出てくるまでCtrl-Pを入力し続ける
 2. historyコマンド| lessコマンドで履歴を表示し、端末アプリケーションのコピー＆

ペースト機能を使用して入力する
 3. Ctrl-Rを入力して実行したいコマンドを検索する
 4. 何度も使うコマンドは、シェルスクリプトにして保存しておく

解　答

問題2
ホームディレクトリにあるbinディレクトリをPATH環境変数に追加するコマンドとして、正

しいものを選択せよ。

 選択肢 

 1. 
 2. 
 3. 
 4. 
 5. 

解　答

問題3
シェル変数と環境変数について、正しい記述を選択せよ。

 選択肢 

 1. シェル変数は $名前 で参照し、環境変数は %名前% で参照する
 2. シェル変数は setコマンドでセットし、環境変数は envコマンドでセットする
 3. シェル変数をexportすると環境変数に、環境変数を unexportするとシェル変数になる
 4. 環境変数は子プロセスに引き継がれるが、シェル変数は引き継がれない
 5. シェルスクリプトのなかでは、シェル変数は使用できるが環境変数は使用できない

解　答

第2編　演習問題

問題1

解　答

問題2

解　答

問題3

解　答
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問題4
システムのメモリの状態を調べるコマンドの名前を忘れてしまった。manページからキー
ワードでコマンドを検索するために指定するオプションとして、次のコマンドの下線部を正しい
ものを記入せよ。

解　答

問題5
プロジェクトのソースコード共有ディレクトリから/projA/sourcesを、ホームディレクト
リの MySourcesにコピーしたい。次のコマンドの下線部に指定するオプションとして、正し
いものを選択せよ。

 選択肢 

 1. 
 2. 
 3. 
 4. オプション指定の必要はない

解　答

問題6
共有ディレクトリ /data/projectに頻繁にアクセスするため、ホームディレクトリにリンク
teamを置きたい。なお、作業ディレクトリはホームディレクトリである。コマンドとして正し
いものを選択せよ。

 選択肢 

 1. 
 2. 
 3. 
 4. 

解　答

問題4

解　答

問題5

解　答

問題6

解　答
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問題7
1か月ほど前に作成した文書ファイルをどこに保管したか忘れてしまった。ファイル名に 

contract という文字列を入れたことだけは覚えている。ファイルを探すコマンドとして、正し
いものを選択せよ。

 選択肢 

 1. 
 2. 
 3. 
 4. 

解　答

問題8
lessコマンドで複数のファイルを参照している。1つ前のファイルに戻るコマンドとして、正

しいものを選択せよ。

 選択肢 

 1. 
 2. 
 3. 
 4. 

解　答

問題9
30行以上あるテキストファイル textfileの10～20行目を取り出し、textfileの行番号を付
けて表示したい。次のコマンドの下線部に置くパラメータの組み合わせとして、正しいものを選
択せよ。

●●① ●●②

 選択肢 

 1. ① 、②
 2. ① 、②
 3. ① 、②
 4. ① 、②

解　答

問題7

解　答

問題8

解　答

問題9

解　答
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問題10
findコマンドでディスク全体からファイルを検索したところ、アクセス権がないため読み出
せないディレクトリに関するエラーメッセージが、大量に表示された。エラーメッセージを画面
に表示しないようにして、検索結果をファイル resultに保存するコマンドとして、適切なもの
を選択せよ。

 選択肢 

 1. 
 2. 
 3. 
 4. 

解　答

問題11
ファイル inputから、空行（1文字もない改行だけの行）を取り除いて、ファイルoutputに
書き出すコマンドとして、正しいものを選択せよ。

 選択肢 

 1. 
 2. 
 3. 
 4. 

解　答

問題10

解　答

問題11

解　答


